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三種町議会だより

2補正予算の概要

区　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

●一般会計 99億9,244万1千円 4億3,252万8千円 104億2,496万9千円

【主な歳出】
・グループホーム２施設スプリンクラー設置整備補助金 676万８千円 （国庫）
・子育て応援特別手当交付金 1,170万　　円 （国庫）
・泉八日、志戸橋、泉沢児童館施設整備費 128万８千円 （一般財源）
・ふるさと雇用委託：農産物栽培事業 788万２千円 （県支出金）
・ふるさと雇用委託：水耕栽培技術の導入 892万９千円 （県支出金）
・緊急雇用創出：松くい虫枯死木伐倒事業（賃金） 304万５千円 （県支出金）
・緊急雇用創出：天瀬川、牡丹地区立木伐採整備事業（賃金） 348万　　円 （県支出金）
・林道井戸下田線改良工事及び林道上岩川線補修工事 2,969万３千円 （県支出金、地方債、一般財源）
・条件不利森林公的整備緊急特別対策事業（町有林の間伐） 840万　　円 （県支出金、一般財源）
・中野、小町間道路測量調査設計委託料 3,100万　　円 （国庫）
・小町房住線道路改良工事 1,088万３千円 （国庫）
・上砂子沢川河川補修工事 100万　　円 （一般財源）
・学校情報通信技術環境整備事業（テレビ85台、電子黒板） 3,665万　　円 （国庫、地方債、一般財源）
・理科教育設備費（小・中学校へ） 240万　　円 （国庫、一般財源）
・町道災害復旧工事費（谷地ノ沢地区ほか1カ所） 669万３千円 （国庫、地方債、一般財源）
・財政調整基金 2億3,478万４千円 （一般財源）

9月補正予算の内容 財政調整基金へ2億3,478万4千円

15日は、　町長の行政報告、教育民生常任委員会の所管事務調査の報告、平成20年度決算状況の説明を受け
た。また、5名の一般質問を行った。  

16日は、　５名の一般質問を行った。また、全員協議会を開催し、ふるさと雇用・緊急雇用の説明を受けた。 

17日は、　財政健全化判断比率の報告、条例の廃止・一部改正、平成21年度一般会計及び特別会計の補正予算
等を審議し、原案どおり可決した。

18日は、　平成20年度一般会計及び特別会計の決算を審議し、原案のとおり承認した。また、人権擁護委員の
候補者を推薦のとおり決定した。請願・陳情は各常任委員長の報告どおり決定した。
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19

0
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特
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19

0
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事
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特
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歳
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歳
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定
19

0
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特
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歳
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19

0
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特
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19

0

認定

温
泉
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
19
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判
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平成21年９月定例会 ９月15日～18日

（基金残高：6億7,365万6千円に）
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●特別会計
区　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 24億 6,957万 1千円 9,751万　　円 24億 7,932万 2千円

老人保健特別会計 2,580万 6千円 △ 159万 1千円 2,421万 5千円

公共下水道事業特別会計 6億 9,628万 5千円 144万　　円 6億 9,772万 5千円

介護保険事業勘定特別会計 17億 7,315万 8千円 3,871万 3千円 18億 1,187万 1千円

介護サービス事業勘定特別会計 3,235万 2千円 30万 6千円 3,265万 8千円

衛生処理事業特別会計 2,079万 1千円 171万 1千円 2,250万 2千円
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19
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成
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-

-
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-

-
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19

0
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●水道事業会計
区　　　分 補正前の予算総額 追加補正額 補正後の予算総額

収益的収入 1億 6,421万 9千円 94万9千円 1億6,516万8千円

収益的支出 1億 6,320万　　円 138万1千円 1億6,458万1千円

資本的収入 922万 2千円 0円 922万2千円

資本的支出 5,271万 1千円 0円 5,271万1千円

問 

戸
籍
シ
ス
テ
ム
統
合

事
業
の
財
源
8
千
100

万
円
が
、
合
併
補
助
金
か
ら

町
債
に
変
更
さ
れ
た
。
な
ぜ
、

こ
の
時
期
に
借
金
を
増
や
す

の
か
。

答 
よ
り
使
い
勝
手
の
良

い
合
併
補
助
金
を
1

億
3
千
万
円
確
保
し
、
今
後

別
の
事
業
で
活
用
す
る
。

問 
学
校
情
報
通
信
整
備

事
業
3
千
665
万
円
の

内
容
は
。

答 

52
型
の
デ
ジ
タ
ル
対

応
テ
レ
ビ
を
、
小
中

学
校
各
ク
ラ
ス
の
教
室
（
82

台
）
と
、
3
公
民
館
に
計
85

台
設
置
す
る
。
予
算
は
3
千

203
万
円
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
63
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
方
式
電
子
黒
板
を
、

小
中
学
校
各
1
台
で
計
9
台

設
置
す
る
。
予
算
は
462
万
円
。

問 

テ
レ
ビ
の
発
注
は
一

括
で
行
う
の
か
。

答 

な
る
べ
く
多
く
の
町

内
業
者
が
受
注
で
き

る
よ
う
、
分
割
発
注
な
ど
も

検
討
し
た
い
。

問 

公
共
施
設
利
活
用
検

討
委
員
会
の
謝
礼
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
理
由
は
。

ま
た
、
今
後
だ
れ
が
、
い
つ

頃
ま
で
に
最
終
方
針
を
決
定

す
る
の
か
。

答 

委
員
会
の
開
催
回
数

が
、
計
画
時
よ
り
大

き
く
減
っ
た
た
め
で
あ
る
。

答
申
を
踏
ま
え
、
今
後
、
関

係
各
課
で
検
討
し
、
早
期
に

最
終
決
定
す
る
。

一
般
会
計
予
算
の

補
正
に
つ
い
て

補
正
予
算
審
議
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4決算の概要

歳入・歳出
予算額

調定額
（A）

歳入決算額
（B）

歳出決算額
（C）

歳入・歳出
差引額
（B）-（C）

不納欠損額
（D）

収入未済額
（A）-（B）-（D）

一 般 会 計 10,990,919,000 10,546,567,503 10,311,465,144 10,068,667,166 242,797,978 21,566,170 213,536,189 

国民健康保険特別会計 2,391,154,000 2,569,758,532 2,420,968,020 2,302,642,257 118,325,763 19,116,852 129,673,660 

老人保健特別会計 298,620,000 300,315,737 300,315,737 294,196,871 6,118,866 0 0 

後期高齢者医療特別会計 144,802,000 146,153,727 145,493,027 144,401,271 1,091,756 0 660,700 

簡易水道事業特別会計 248,237,000 245,942,067 241,643,407 241,058,868 584,539 170,570 4,128,090 

公共下水道事業特別会計 963,711,000 952,732,246 871,942,583 957,110,164 △85,167,581 0 80,789,663 

農業集落排水事業特別会計 307,420,000 314,026,294 306,968,424 306,391,454 576,970 76,860 6,981,010 

土地取得特別会計 8,898,000 8,897,914 8,897,914 8,893,015 4,899 0 0 

介護保険事業勘定特別会計 1,863,437,000 1,856,586,351 1,848,902,781 1,819,862,539 29,040,242 2,058,245 5,625,325 

介護サービス事業勘定特別会計 31,402,000 30,004,288 30,004,288 29,696,951 307,337 0 0 

衛生処理事業特別会計 19,457,000 19,933,058 19,933,058 18,220,509 1,712,549 0 0 

温泉事業特別会計 22,369,000 35,799,818 20,928,548 20,784,497 144,051 0 14,871,270 

国保診療所特別会計 31,642,000 0 0 31,641,552 △31,641,552 0 0 

合 　 　 　 計 17,322,068,000 17,026,717,535 16,527,462,931 16,243,567,114 283,895,817 42,988,697 456,265,907 

※調定額・・・・・歳入と決定した額

※不納欠損額・・・・・調定額のうち、時効の成立等で徴収が不可能と認定され、権利を放棄した額

※収入未済額・・・・・調定額から歳入決算額と不納欠損額を差し引いた額

注：上記収入未済額に、基金会計（奨学金貸付金）と水道事業会計を合わせると 4億8,377万2,172円 。

区分

会計名

（単位：円）

平成20年度各会計決算を認定
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問 

行
財
政
改
革
推
進
計

画
の
町
財
政
中
期
見

通
し
と
大
幅
に
違
い
、
平
成

20
年
度
は
実
質
1
億
9
千
万

円
の
黒
字
を
計
上
し
た
。
職

員
の
期
末
手
当
削
減
等
、
必

要
だ
っ
た
の
か
。

答 

地
方
交
付
税
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
計
画
で
あ
っ
た
。
基

金
状
況
は
他
町
の
十
分
の
一

程
度
で
あ
り
、
見
直
し
は
し

な
い
。

問 

入
湯
税
の
収
入
未
済

額
が
120
万
円
近
く
あ

る
。
こ
れ
は
、
お
客
さ
ん
か

ら
1
人
150
円
ず
つ
預
か
り
、

町
に
納
め
る
も
の
で
、
他
の

税
や
使
用
料
と
は
性
質
が
全

く
違
う
。
滞
納
業
者
は
1
社

か
、
ま
た
、
入
湯
税
の
趣
旨

に
つ
い
て
話
し
合
い
は
持
た

れ
た
か
。
延
滞
金
は
課
す
の

か
。答 

民
間
業
者
は
3
社
あ

る
が
、
滞
納
が
1
社

か
複
数
か
は
推
察
さ
れ
る
と

困
る
の
で
、
答
弁
は
控
え
た

い
。
相
手
方
と
は
話
し
合
い

の
場
を
持
ち
、
税
の
趣
旨
も

十
分
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
強
く
働
き
か
け
を
し
、
で

き
る
だ
け
早
く
納
め
て
も
ら

う
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
延

滞
金
に
つ
い
て
も
、
今
後
請

求
す
る
。

問 

全
会
計
ト
ー
タ
ル

で
、
2
億
3
千
万
円

以
上
の
実
質
余
剰
金
が
出
た

が
、
下
水
道
会
計
は
8
千
500

万
円
ほ
ど
、診
療
所
（
旧
琴
丘
）

会
計
は
3
千
100
万
円
ほ
ど
の

赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
、

早
期
に
健
全
化
す
べ
き
だ
。

答 

下
水
道
会
計
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
に
6

千
万
円
以
上
繰
り
入
れ
し
、

資
金
不
足
比
率
を
20
％
以
下

に
し
た
い
。

問 
来
年
4
月
1
日
を

も
っ
て
、
広
域
市
町

村
圏
組
合
か
ら
当
町
に
譲
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
行

財
政
改
革
推
進
計
画
で
は
、

譲
渡
後
、
廃
止
す
る
と
し
て

い
る
。
現
在
で
も
多
数
の
方
々

が
利
用
し
て
い
る
が
、
今
後

の
対
応
は
。

答 

琴
丘
地
域
に
は
総
合

体
育
館
が
あ
り
、
特

別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
廃

止
の
方
向
に
持
っ
て
い
く
。

問 

今
後
、
解
体
す
る
と

な
る
と
費
用
は
当
町

持
ち
だ
。
譲
り
受
け
ず
に
解

体
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答 

広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
そ
こ
ま
で
の

話
は
出
な
か
っ
た
。

問 

国
保
加
入
者
の
出
産

一
時
金
が
、
平
成
21

年
10
月
1
日
か
ら
平
成
23
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
、
4
万

円
が
加
算
さ
れ
、
39
万
円
と

な
る
。
平
成
21
年
4
月
2
日

か
ら
9
月
31
日
の
間
に
出
産

し
た
方
に
、
町
独
自
で
加
算

で
き
な
い
か
。

答 

国
の
少
子
化
対
策
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、

4
月
か
ら
9
月
の
対
象
者
は

3
名
い
る
が
、
そ
の
趣
旨
や

他
の
保
険
と
の
公
平
性
を
考

え
る
と
、
町
単
独
で
は
無
理

だ
。問 

予
算
額
932
万
4
千
円

に
対
し
、
契
約
金
額

が
719
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
落

札
率
は
約
78
％
で
安
す
ぎ
る
。

指
名
業
者
数
は
。
ま
た
、
差

額
の
国
庫
補
助
金
は
国
に
返

還
す
る
の
か
。

答 

8
社
を
指
名
し
、
6

社
が
入
札
に
応
じ

た
。
落
札
価
格
は
、
適
正
な

競
争
の
結
果
と
受
け
止
め
て

い
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は

返
還
の
必
要
が
な
く
、
他
の

事
業
に
活
用
で
き
る
。

平
成
20
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

広
域
琴
丘
体
育
館

管
理
運
営
条
例
の
廃
止

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
活
動
服
購
入
契
約
の
締
結

決
算
議
案
等
審
議
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町
長  

当
町
で
は
、
平
成
18
年
7

月
に
基
本
構
想
を
策
定
し

た
。
昭
和
50
年
に
畑
地
か
ん
が
い

事
業
が
完
了
し
た
浜
口
地
区
の
中

の
、
遊
休
農
地
65
ha
が
対
象
に
な

っ
て
い
る
。

　

同
じ
地
区
で
あ
っ
て
も
、
65
ha

の
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
土

地
に
つ
い
て
は
、
貸
付
け
は
で
き

な
い
。

堺
谷 

所
有
者
に
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
農
地
借
入
れ
の
た
め
に
は
、

会
社
役
員
が
常
時
従
事
（
年
間
最

低
150
日
以
上
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
適
切
に
指
導
し
て
い

る
か
。

農
林
課
長 

65
ha
を
遊
休
土
地
に
指

定
し
た
時
点
（
平
成
18

年
7
月
）
で
は
所
有
者
に
通
知
し

て
い
な
い
。

　

昨
年
度
、
農
業
委
員
会
が
65
ha

の
中
22
ha
を
耕
作
放
棄
地
と
認

定
し
た
が
、
そ
の
22
ha
分
に
関
し

て
は
通
知
し
た
。

　

ま
た
、
会
社
役
員
が
常
時
従
事

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
請
の

際
に
指
導
し
て
い
る
。

※ 

遊
休
農
地
…
す
ぐ
に
農
地
に

復
元
可
能
な
土
地
。

※ 

耕
作
放
棄
地
…
木
の
伐
採
な

ど
が
必
要
で
、
す
ぐ
に
は
復
元
困

難
な
土
地
。森

林
法

堺
谷 

地
域
森
林
計
画
5
条

に
、「
森
林
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
民
有
林
を
除
く
。」

と
あ
る
。

　

金
岡
地
区
根
岸
周
辺
で
は
、

芝
生
再
生
事
業
が
大
規
模
に
行

わ
れ
、
一
部
は
土
地
改
良
事
業

で
田
畑
と
な
っ
て
、
す
で
に
数

十
年
経
過
し
て
お
り
、
ど
う
見

て
も
森
林
と
は
ほ
ど
遠
い
所
が

あ
る
。利
用
動
向
か
ら
見
て
、こ

れ
ら
を
森
林
法
第
5
条
か
ら
除

外
し
、
現
状
に
沿
う
形
に
し
た

ら
ど
う
か
。

　

ま
た
、
根
岸
〜
和
田
周
辺
で

は
、
松
く
い
虫
被
害
木
テ
ー
プ

が
巻
か
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
、

危
険
で
あ
る
。
早
急
に
対
処
す

べ
き
だ
。

町
長 

旧
金
岡
村
よ
り
払
い
下

げ
を
受
け
た
根
岸
地
区

の
山
林
は
、
森
林
法
第
5
条
の

指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、
伐

採
な
ど
を
伴
う
事
業
を
行
う
場

合
は
、
届
け
出
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

調
査
の
結
果
、
森
林
計
画
に

そ
ぐ
わ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
と
協
議
し
、

指
定
解
除
の
手
続
き
を
し
た

い
。

農
林
課
長 

今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
し
て
あ
る
緊
急

雇
用
事
業
で
、
被
害
木
を
で
き

る
だ
け
伐
採
し
て
い
く
。

堺
谷 

こ
の
法
（
平
成
17
年
9

月
1
日
改
正
）
は
、
全

国
で
38
万
ha
に
も
及
ぶ
耕
作
放
棄

地
解
消
の
た
め
、
農
業
法
人
以
外

で
も
リ
ー
ス
方
式
で
農
地
の
権
利

取
得
が
で
き
る
内
容
だ
。

　

参
入
で
き
る
区
域
は
、
市
町
村

が
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
策

定
す
る
基
本
構

想
に
定
め
た
区

域
と
な
っ
て
い

る
。

　

当
町
で
は
、

八
竜
西
部
畑
地

か
ん
が
い
地
が

対
象
だ
が
、
賃

借
可
能
地
、
不

可
能
地
が
入
り

組
ん
で
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

堺谷 房子 議員

農業経営基盤
強化促進法

遊休地を再生した大口地区のソバ畑
（提供：北羽新報社）
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袴田　隆 議員

「
広
域
河
川
改
修
事
業

三
種
川
」

袴
田 

昭
和
56
年
か
ら
本
格
的

に
改
修
工
事
が
進
め
ら

れ
、
平
成
23
年
ま
で
に
山
本
中
付

近
ま
で
の
河
川
改
修
工
事
費
用
が

約
87
億
円
見
込
ま
れ
る
予
定
だ
。

　

被
害
の
多
い
上
流
部
約
6
㎞
に

は
総
額
100
億
円
以
上
か
か
る
と
思

わ
れ
、
県
の
財
政
事
情
等
に
よ
り

見
通
し
は
明
る
く
な
い
。

で
き
る
こ
と
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
、
上

流
部
に
ブ
ナ
を
植
樹
し

て
保
水
力
を
高
め
る
こ

と
と
、
大
雨
時
に
対
応

す
る
調
整
池
を
建
設
す

る
こ
と
を
勧
め
、
環
境

問
題
に
取
り
組
む
姿
勢

で
県
と
協
議
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

町
長 

木
は
そ
れ
ぞ

れ
の
生
育
適

地
が
あ
り
、
ど
こ
に
何

を
植
樹
す
る
の
か
、
果

た
し
て
う
ま
く
生
育
す

る
の
か
と
い
う
よ
う
な

問
題
が
当
然
発
生
し
て

袴
田 

集
中
豪
雨
が
度
々
発
生

し
、
農
地
・
農
業
施
設

の
被
害
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
復

旧
に
か
か
る
事
業
規
模
が
小
さ
い

た
め
、
国
及
び
県
補
助
事
業
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
主
体
に
対
し

て
、
町
で
補
助
金
を
交
付
し
、
農

業
経
営
の
安
定
と
農
業
振
興
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
町
単
独

農
村
整
備
事
業
を
設
け
、
取
り
組

ん
で
欲
し
い
。

町
長 

今
年
度
か
ら
、
200
万
円

以
内
の
農
地
や
農
業
水

利
施
設
の
整
備
を
対
象
に
、
農
地

有
効
利
用
支
援
整
備
事
業
が
創
設

さ
れ
、
町
で
は
地
域
活
性
化
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
よ
り
10

％
か
さ
上
げ
し
て
、
60
％
補
助
の

事
業
を
実
施
す
る
。
町
単
独
補
助

は
、
財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

町単独農村整備事業
の創設を

く
る
。
ま
た
、
ブ
ナ
を
植
樹
す
る

た
め
に
、
現
在
そ
こ
に
生
育
し
て

い
る
木
を
伐
採
し
た
場
合
、
逆
に

洪
水
の
頻
度
を
高
め
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
ブ
ナ
が
十
分
成

長
し
て
、
そ
の
保
水
力
を
得
る
た

め
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
100
年
単

位
の
年
数
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

調
整
池
の
建
設
は
、
10
万
ト
ン

級
を
数
ヶ
所
と
な
る
と
用
地
的
な

問
題
も
あ
り
、
実
現
性
は
非
常
に

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

町
道
志
戸
橋

外
岡
線
の
改
良
を

袴
田 

旧
山
本
町
時
代
か
ら
こ

の
道
路
の
改
良
が
必
要

と
さ
れ
、
一
時
、
村
づ
く
り
交
付

金
事
業
で
取
り
組
む
計
画
が
あ
っ

た
が
、
条
件
に
合
わ
ず
、
ま
た
経

済
対
策
交
付
金
事
業
で
も
見
送
ら

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

能
代
五
城
目
線
と
広
域
農
道
の

バ
イ
パ
ス
的
な
要
素
が
あ
り
、
大

型
車
も
多
く
見
ら
れ
る
。町
で
は
、

こ
の
道
路
の
改
良
事
業
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

副
町
長 

村
づ
く
り
交
付
金
事
業

の
計
画
に
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
路
線
が
町
道
1
級
の
格

付
け
で
、
国
・
県
と
交
渉
し
た
が

困
難
で
あ
っ
た
。

　

志
戸
橋
方
面
か
ら
駅
に
行
く
通

学
路
で
も
あ
り
、
安
全
面
を
考
慮

し
て
待
避
所
的
な
も
の
を
県
と
協

議
し
、
早
め
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

7月19日　山口付近
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平賀　真 議員

町
長 

当
町
に
は
国
旗
・
町
旗

掲
揚
に
関
す
る
定
め
は

無
い
が
、
指
摘
の
通
り
悪
天
候
を

除
き
庁
舎
正
面
ポ
ー
ル
に
は
掲
揚

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
大
き
な
行
事
で
は
掲
揚
す

べ
き
で
あ
り
、
町
旗
の
制
作
も
含

め
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
く
。

平
賀 

町
民
歌
の
曲
は
完
成
し

て
い
る
の
か
。
完
成
し

て
い
る
と
し
た
ら
、
防
災
無
線
を

活
用
し
、
定
時
を
知
ら
せ
る
音
楽

に
使
用
し
て
周
知
し
て
は
ど
う

か
。

町
長 

曲
は
間
も
な
く
完
成
す

る
。
コ
ー
ラ
ス
団
体
と

中
学
生
に
よ
り
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
、

10
月
24
日
の
町
民
祭
の
開
会
式
で

の
発
表
を
計
画
し
て
い
る
。

平
賀 

今
回
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

「
木
・
花
・
鳥
」
の
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
が
、
時
間

を
か
け
て
も
全
町
民
が
納
得
で
き

る
よ
う
に
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長 

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ

る
制
定
検
討
委
員
会
を

つ
く
り
、
年
度
内
に
制
定
す
る
。

旧
３
町
ご
と
に
違
っ
て
お
り
、
妥

協
も
必
要
と
考
え
る
。

平
賀 

町
内
の
名
勝
、
宝
を
含

め
た
30
景
選
定
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

町
長 

観
光
30
景
は
、
観
光
協

会
の
観
光
振
興
部
会
で

協
議
し
て
お
り
、
風
景
・
祭
り
・

行
事
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
募
集

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

政
権
交
代
に
よ
る

町
政
へ
の
影
響
は

平
賀 

先
の
衆
議
院
選
挙
の
結

果
、
政
権
の
構
図
が
大

幅
に
変
化
し
、
補
正
予
算
の
凍
結

や
大
幅
な
見
直
し
が
考
え
ら
れ

る
。
多
年
に
わ
た
る
事
業
計
画
も

あ
り
、
早
め
の
情
報
収
集
、
対
応

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長 

継
続
事
業
が
中
止
に
な

る
よ
う
で
あ
れ
ば
強
く

反
応
し
て
い
く
。
情
報
収
集
は
出

来
る
限
り
の
対
応
を
し
て
い
く
。

平
賀 

自
主
財
源
確
保
に
は
町

民
の
所
得
向
上
が
絶
対

条
件
で
あ
る
。
所
得
額
の
推
移
と

向
上
に
向
け
て
の
具
体
策
は
。

町
長 

平
成
19
年
の
町
民
所
得

は
177
億
８
千
641
万
４
千

円
、
20
年
は
172
億
94
万
９
千
円
。

前
年
比
５
億
８
千
500
万
円
余
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
所
得
向
上
に
向

け
て
は
、
行
政
が
出
来
る
範
囲
で

町
内
の
経
済
に
関
わ
る
組
織
と
協

力
し
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
活
か

し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

平
賀 

町
主
催
の
式
典
や
行
事

が
多
々
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
国
旗
・
町
旗
が
掲
揚
さ
れ

て
い
る
場
合
と
、
な
い
場
合
が
あ

る
。
特
別
な
定
め
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
役
場
正
面
に
あ
る
掲
揚
塔

に
国
旗
・
町
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い

な
い
。掲
揚
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町旗をはじめ町のシンボル
に対する考えは

本庁玄関前（10月1日撮影）
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斎藤 清作 議員

町税納付書等の転居先
不明還付への対応は

た
場
合
に
は
、
前
の
住
所
地
や
近

隣
者
へ
の
照
会
な
ど
必
要
な
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お

不
明
な
場
合
に
は
、
法
の
規
定
に

従
い
、
公
示
送
達
書
を
町
の
掲
示

場
に
告
示
す
る
手
続
き
を
と
っ
て

い
る
。

②
20
年
度
分
の
納
税
通
知
書
、
課

税
明
細
書
、
納
付
書
に
つ
い
て
公

示
送
達
さ
れ
た
件
数
は
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
保
税
を

合
わ
せ
て
、
事
業
所
関
係
5
件
、

個
人
19
件
で
合
計
24
件
。

③
20
年
度
公
示
送
達
分
に
つ
い
て

の
交
付
請
求
は
な
い
。

税
務
課
長 

②
事
業
所
関
係
は
123
万

4
千
円
で
全
て
固
定
資

産
税
。個
人
分
は
48
万
9
千
円
で
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

保
税
と
な
っ
て
い
る
。

斎
藤 

事
業
所
関
係
の
固
定
資

産
税
滞
納
に
は
、
差
し

押
さ
え
を
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
。

税
務
課
長 

事
業
所
関
係
５
件
に
つ

い
て
は
、
破
産
等
に
伴

い
、
土
地
な
ど
が
競
売
に
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
町
と
し
て
は
、

交
付
要
求
・
配
当
要
求
を
行
っ
て

い
る
。

斎
藤 

公
示
送
達
を
し
た
個
人

分
に
つ
い
て
、
徴
収
可

能
か
。

税
務
課
長 

長
年
行
方
不
明
で
、
徴

収
不
可
能
な
方
は
3
人

く
ら
い
と
推
察
さ
れ
る
。
公
示
送

達
後
に
連
絡
を
取
れ
た
人
も
お

り
、
引
き
続
き
居
所
調
査
を
行
う

考
え
で
あ
る
。

斎
藤 

20
年
度
の
町
民
税
、
固

定
資
産
税
の
徴
収
率
が

良
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
町
内
外

の
納
税
義
務
者
に
課
税
明
細
書
等

を
郵
送
し
て
も
、
転
居
先
不
明
と

し
て
還
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
思
う
。

①
こ
れ
ら
の
方
々
に
ど
の
よ
う
な

措
置
を
し
て
い
る
の
か
。

②
送
付
書
を
受
け
る
べ
き
事
務

所
、
事
業
所
、
個
人
の
件
数
と
金

額
は
。

③
還
付
さ
れ
た
書
類
の
交
付
請
求

は
あ
る
か
。

町
長 

①
納
付
書
の
送
達
書
が
、

宛
所
に
尋
ね
あ
た
ら
な

い
な
ど
転
居
先
不
明
で
還
付
さ
れ

公示送達書は町の掲示場にて告示
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児玉 重吉 議員

ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
カ
ー
ド
を

医
師
や
薬
剤
師
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
薬
剤
の
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

児
玉 

各
世
帯
配
付
だ
け
で
は

な
く
、
町
の
担
当
職
員

が
医
療
機
関
へ
直
接
、
普
及
説
明

に
足
を
運
ぶ
べ
き
だ
。
ま
た
、
患

者
は
能
代
市
や
秋
田
市
な
ど
広
範

囲
に
通
院
す
る
こ
と
か
ら
、
町
内

だ
け
を
対
象
に
考
え
ず
、
全
県
単

位
の
運
動
展
開
を
し
な
け
れ
ば
効

果
が
上
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

町
長 

職
員
が
先
頭
に
立
っ
て
、

進
め
て
い
く
。
ま
た
、

町
民
の
皆
様
へ
機
会
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
説
明
を
す
る
。
そ
し
て
、

全
県
の
市
町
村
が
力
を
合
わ
せ

て
、
医
療
側
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
極
力
使
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
。

台
帳
の
統
一
化
を

児
玉 

農
林
課
の
水
田
台
帳
、

農
業
委
員
会
の
農
家
台

帳
、
そ
し
て
税
務
課
の
課
税
台
帳

と
、
各
課
に
存
在
す
る
農
業
関
係

資
料
や
財
産
等
に
記
載
さ
れ
て
れ

て
い
る
地
目
、
地
積
に
違
い
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
間
に
お
け

る
売
買
、
公
共
事
業
計
画
時
や
買

収
時
、
災
害
発
生
現
状
復
帰
、
課

税
の
不
平
等
が
生
じ
る
。
ま
た
、

上
部
機
関
へ
の
提
出
書
類
等
多
く

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　

各
台
帳
の
統
一
化
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長 

農
業
委
員
会
と
税
務
課

の
台
帳
を
一
部
融
通
し

合
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
部
分
的
な

の
で
今
後
ど
の
よ
う
に
統
一
化
す

る
か
の
検
討
委
員
会
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

副
町
長 

三
台
帳
は
一
致
し
て
い

な
い
。
今
後
は
、
現
状

を
評
価
し
た
形
で
、
早
め
に
各

課
等
と
土
地
改
良
区
や
農
協
な
ど

の
関
係
団
体
と
も
協
議
を
し
て
い

く
。

児
玉 

実
際
に
作
業
を
す
る
の

は
各
課
の
仕
事
に
な
る
。

台
帳
の
統
一
化
は
大
変
な
作
業
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
か
。

農
林
課
長 

水
田
台
帳
は
農
家
の
自

己
申
告
台
帳
の
た
め
、

整
合
性
は
難
し
く
、
ど
ち
ら
が
違

う
と
い
う
の
が
は
っ
き
り
し
な
い

た
め
、
今
後
は
協
議
し
な
が
ら
統

一
化
を
進
め
た
い
。

児
玉 
国
民
医
療
費
の
増
加
が

大
き
な
問
題
点
と
な
っ

て
い
る
。
国
で
は
そ
の
対
策
と
し

て
、
医
療
費
の
30
％
を
占
め
る
薬

剤
費
を
1
兆
円
節
減
可
能
と
推
定

さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
の
普
及
に
本
格

的
に
動
き
出
し
た
。
こ
の
医
薬
品

は
、
特
許
が
切
れ
た
後
に
新
薬
と

同
じ
有
効
成
分
・
効
用
で
作
ら
れ
、

価
格
は
2
〜
7
割
程
度
の
た
め
、

自
己
負
担
や
国
・
町
の
負
担
軽
減

も
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
普
及
に

対
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

国
保
の
保
険
証
更
新
の

際
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
希
望
カ
ー
ド
を
各
世
帯
に
配
付

す
る
。
製
法
の
違
い
に
よ
り
ア
レ

ジェネリック医薬品の
普及促進を
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か
、１
号
井
戸
に
つ
い
て
も
、ほ
と

ん
ど
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
毎
年
支

払
い
さ
れ
て
き
た
下
水
道
使
用
料

は
、不
適
切
な
支
出
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長 

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

し
た
温
泉
水
に
つ

い
て
は
、
汲
み
上
げ
た
温
泉
を
一

時
貯
め
て
お
く
施
設
３
箇
所
の
う

ち
、
１
箇
所
で
調
整
弁
の
不
具
合

か
ら
河
川
へ
流
し
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
す
べ
て
下
水
道
に
流
す

よ
う
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
分
の

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
全

て
下
水
道
に
流
れ
て
い
る
と
い
う

前
提
か
ら
、

そ
の
水
量
を
メ
ー

タ
ー
測
定
で
は
な
く
、
一
定
の
算

式
に
よ
っ
て
定
量
化
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
計
算
し
て
き
た
。

副
町
長 

現
実
に
下
水
道
に
流
れ

な
い
で
川
に
流
れ
て
い

る
分
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
な
い

と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

清
水 

温
泉
の
供
給
を
停
止
し

て
い
る
温
泉
利
用
者
は

い
る
か
。

　

ま
た
、い
る
と
し
た
場
合
、温
泉

の
供
給
停
止
を
し
て
い
て
も
、
条

例
の
規
定
に
よ
っ
て
停
止
し
て
い

る
間
の
温
泉
使
用
料
は
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
は
そ
の
分
の
請
求
を

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長 

温
泉
の
供
給
を
停

止
し
て
い
る
者
は

２
名
で
あ
る
。供
給
期
間
の
温
泉
使

用
料
は
取
っ
て
い
な
い
が
、条
例
上

は
調
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

清
水 

平
成
20
年
度
で
入
湯
税

が
118
万
９
千
750
円
の
未

納
に
な
っ
て
い
る
。

　

入
湯
税
は
他
の
税
と
違
っ
て
、

そ
の
性
質
上
未
納
が
出
る
こ
と
自

体
お
か
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

　

町
は
な
ぜ
、
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
い
た
の
か
。

　

こ
の
問
題
に
関
す
る
町
の
考
え

方
は
。

　

ま
た
、
本
年
度
で
は
滞
納
が
出

て
い
る
か
。

町
長 

森
岳
温
泉
を
継
続
的
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
と
、
滞
納
に
対
す
る

厳
し
い
対
応
と
い
う
相
反
す
る
問

題
を
前
に
し
て
苦
し
ん
で
い
る
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
納
め
る
側
と
徴
収
す
る
側
が

良
く
話
し
合
い
な
が
ら
き
ち
ん
と

し
た
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
入
湯
税
や
そ
の
他
の
滞
納

に
関
し
て
は
、「
強
制
力
を
持
っ
た

徴
収
」と
い
う
方
向
で
今
後
、取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。な
お
、21
年
度
分
の
入
湯
税
の

滞
納
額
は
、
今
の
時
点
で
75
万
円

ほ
ど
で
あ
る
。

清
水 

入
湯
税
に
延
滞
金
を
課
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
税
金
や
使
用
料
な
ど
に
は
延

滞
金
を
か
け
て
い
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
か
け
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

同
じ
町
の
収
入
金
で
あ
り
な
が

ら
、
収
入
費
目
や
人
に
よ
っ
て
扱

い
が
異
な
る
の
は
、
不
公
平
で
あ

る
。

税
務
課
長 

入
湯
税
の
延
滞
金
に
つ

い
て
は
課
税
し
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
本
税
優
先
と
い
う

取
り
扱
い
を
し
て
き
た
が
、
今
後

は
法
令
の
規
定
に
従
っ
て
徴
収
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

清
水 

森
岳
温
泉
が
で
き
て
50

年
以
上
が
経
ち
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

温
泉
事
業
特
別
会
計
も
、
温
泉

使
用
料
な
ど
の
未
納
金
を
加
味
す

れ
ば
、
20
年
度
も
実
質
的
に
赤
字

と
受
け
止
め
て
い
る
。そ
こ
で
、森

岳
温
泉
の
問
題
を
会
計
の
面
か
ら

整
理
す
る
と
と
も
に
、
質
疑
応
答

を
行
う
こ
と
で
今
後
の
改
善
の
端

緒
と
し
た
い
。

　

汲
み
上
げ
た
後
使
用
さ
れ
ず
に

余
っ
た（
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
）温
泉

水
は
、
直
接
下
水
道
に
流
し
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分

の
下
水
道
使
用
料
と
し
て
、毎
年
、

温
泉
特
別
会
計
か
ら
下
水
道
特
別

会
計
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
４
号
井
戸

の
一
部
は
川
に
流
れ
て
い
る
ほ

森岳温泉事業の
問題点を問う

清水 欣也 議員
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後藤 栄美子 議員

町
長 

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
県
か
ら
の
説

明
を
待
ち
、
予
防
接
種
の
時
期
や

金
額
等
を
周
知
し
、
予
防
対
策
に

努
め
る
。
助
成
に
つ
い
て
は
、国
・

県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
町
の
支
援

が
必
要
で
あ
れ
ば
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

健
康
推
進
課
長 

今
ま
で
65
歳
以
上

の
方
に
千
円
の
補

助
を
し
て
き
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

と
し
て
低
所
得
者
に
公
費
負
担
も

あ
る
よ
う
な
話
だ
が
、
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
。

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金

事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は

後
藤 

臨
時
交
付
金
4
億
9

千
万
円
程
の
事
業
内
容

を
議
会
に
示
し
た
の
が
、
6
月
18

日
の
全
員
協
議
会
で
あ
る
。
議
員

か
ら
は
、「
年
度
末
ま
で
に
で
き

る
の
か
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

町
長 

9
月
ま
で
に
20
％
程
度

を
発
注
で
き
る
見
込
み

で
、
年
内
に
は
全
体
の
85
％
程
度

ま
で
進
む
。

後
藤 

当
初
、
想
定
し
て
い
な

い
何
億
も
の
交
付
金
が

き
た
。
自
治
会
、
各
課
か
ら
の
事

業
要
望
を
調
整
し
て
、
臨
時
議
会

で
議
決
し
た
わ
け
だ
が
、
事
業
の

申
請
前
に
議
会
へ
の
説
明
や
、
意

見
を
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
の

か
。

総
務
課
長 

議
員
の
方
々
が
そ
の
よ

う
な
認
識
で
お
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
申
し
訳
な
い
。
23

日
が
県
へ
の
申
請
締
め
切
り
で
、

時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
議
会
へ
の
事
前
説
明
の
機
会

を
設
け
る
。

後
藤 
真
夏
で
も
患
者
が
多
く

発
生
し
、
秋
田
県
で
も

8
月
9
日
現
在
で
55
例
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
当
町
で
も
小
学
生
の

感
染
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
秋
冬

に
か
け
て
、
本
格
的
大
流
行
が
予

想
さ
れ
る
。
国
で
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
へ
の
ワ
ク
チ
ン
が
足
り

な
い
状
況
で
、
接
種
の
優
先
順
位

は
妊
婦
、
幼
児
、
高
齢
者
。
そ
し

て
特
に
肝
機
能
疾
患
等
の
持
病
を

持
つ
方
々
で
、
か
か
っ
た
時
に
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
人
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
従
来
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
し
て
、
年
齢
を
定
め

補
助
し
て
き
て
い
る
が
、
新
型
に

も
町
独
自
で
補
助
で
き
な
い
も
の

か
。

新型インフルエンザへの
町独自の対処は

発熱した場合は早めに相談を　TEL 83-5555
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金子 芳継 議員

金
子 

町
内
の
生
活
環
境
の
向

上
と
雇
用
創
出
を
図
る

た
め
に
、住
宅
の
修
繕
・
増
築
等
に

対
す
る
補
助
金
制
度
を
。

町
長 

現
在
、
横
手
市
で
行
っ
て

お
り
、
応
募
者
が
多
く
大

変
好
評
だ
と
聞
い
て
い
る
。
い
ず

れ
、補
助
対
象
者
や
対
象
工
事
、施

工
業
者
、補
助
金
の
額
、要
件
等
を

要
綱
に
定
め
て
実
施
し
た
い
。

金
子 

商
工
会
発
行
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
再
発
行

を
。

町
長 

消
費
を
喚
起
す
る
意
味

で
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

思
う
の
で
、
前
向
き
に
取
り
組
み

た
い
と
思
う
。
た
だ
、
金
額
や
限

度
額
な
ど
現
在
発
行
済
み
商
品
券

が
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
か
調
査
し
、
商
工
会
と
改
め

て
協
議
し
た
い
。

金
子 

町
発
注
の
建
設
工
事
、

物
品
納
入
は
、
町
の
指

名
審
査
委
員
会
が
入
札
業
者
を
選

定
し
て
い
る
が
、
価
格
競
争
が
激

し
く
、
落
札
価
格
が
市
場
価
格
を

大
き
く
下
回
り
、
業
者
側
で
は
従

業
員
の
賃
金
支
払
い
等
、
雇
用
確

保
に
も
影
響
が
で
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。

　

町
内
事
業
者
に
対
す
る
景
況
調

査
も
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
入
札
制

度
の
見
直
し
も
含
め
、対
応
策
は
。

町
長 

過
去
２
回
皆
さ
ん
の
意

見
を
受
け
、
県
や
他
の

市
町
村
を
参
考
に
し
な
が
ら
見
直

し
を
し
て
き
た
。
落
札
額
が
低
価

格
の
た
め
、
赤
字
に
な
る
よ
う
で

は
困
る
の
で
、
検
討
す
る
時
間
を

頂
き
た
い
。
た
だ
、
健
全
な
競
争

原
理
が
働
く
べ
き
と
考
え
る
の
で

業
者
も
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

商工業振興策は

農
商
工
連
携
と

行
政
組
織

金
子 

今
年
６
月
に
国
会
で
成

立
し
た
改
正
農
地
法
で
、

農
地
の
所
有
か
ら
利
用
へ
と
転
換

さ
れ
、
そ
の
た
め
一
般
企
業
が
農

地
を
借
り
る
際
の
規
制
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
、
企
業
の
関
心
を
農
業

経
営
に
向
け
さ
せ
る
等
、
一
定
の

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。建
設
業
者
、

異
業
種
の
新
規
参
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
な
か
、
特
に
生
産
量
日
本

一
の
じ
ゅ
ん
さ
い
事
業
へ
の
参
入

が
現
在
計
画
さ
れ
て
お
り
、
耕
作

放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
じ
ゅ
ん
さ

い
沼
の
再
造
成
費
等
、
具
体
的
な

支
援
策
は
。

町
長 

商
工
会
で
は
、
じ
ゅ
ん

さ
い
加
工
組
合
の
摘
み

手
育
成
事
業
や
、
改
正
農
地
法
を

見
据
え
て
経
営
革
新
塾
を
開
催

し
、
建
設
業
者
な
ど
異
業
種
に
よ

る
じ
ゅ
ん
さ
い
事
業
参
入
の
た
め

の
取
組
み
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

日
本
一
の
じ
ゅ
ん
さ
い
を
全
国
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
生
産
者

と
販
売
者
が
協
力
し
、
連
携
を
と

る
と
と
も
に
、
町
で
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
商
工
会
・
Ｊ
Ａ

等
と
協
議
し
て
参
り
た
い
。

金
子 

観
光
産
業
の
振
興
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
交
流
人

口
の
増
加
等
、
課
題
が
山
積
す
る

な
か
、
専
門
的
な
担
当
課
の
設
置

に
つ
い
て
。

町
長 

旧
山
本
町
の
商
工
観
光

課
を
受
け
継
い
だ
が
、

仕
事
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、

行
政
効
果
が
な
い
と
い
う
判
断
で

廃
止
し
た
。
企
画
振
興
課
が
窓
口

に
な
り
、
関
係
す
る
課
の
者
の
意

見
を
集
約
し
な
が
ら
、
能
率
的
で

効
果
が
上
が
る
と
い
う
判
断
の
も

と
に
、
今
の
体
制
に
し
た
。
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蛇
行
し
た
ま
ま
で

三
種
川
の
氾
濫
が

防
げ
る
の
か

大
澤 

三
種
川
河
川
改
修
が
森

岳
大
町
付
近
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
蛇
行
し
た
ま
ま
で

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
住

民
か
ら
は
「
集
中
豪
雨
の
際
に
、

氾
濫
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
」、「
な
ぜ
直
線
に
し

な
い
の
か
、
今
か
ら
で
も
直
線
に

で
き
な
い
か
」と
の
要
望
も
あ
る
。

完
成
時
に
は
ど
う
な
る
の
か
。
水

害
が
心
配
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
工
事
区
域
よ
り

上
流
の
柳
の
枝
や
土
砂
の
撤
去
な

ど
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

町
長 

国
土
交
通
省
で
は
、
平

成
9
年
に
河
川
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
然

豊
か
で
美
し
い
風
景
を
生
み
出
す

川
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
に
変

わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
過
度
の

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
を
避
け
、
現
在

の
河
川
が
有
し
て
い
る
多
様
性
に

富
ん
だ
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

県
で
は
改
修
後
の
河
川
の
幅
な

ど
、設
計
上
、水
害
の
心
配
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

工
事
区
間
よ
り
上
流
の
土
砂
の

堆
積
が
著
し
い
箇
所
は
、
土
砂
を

さ
ら
い
出
す
工
事
を
県
の
方
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

カ
ブ
ト
ム
シ
繁
殖
事
業
の

事
前
説
明
は

大
澤 

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
対

策
事
業
で
森
岳
温
泉
の

振
興
と
新
た
な
観
光
分
野
を
開
発

す
る
た
め
「
ハ
ウ
ス
施
設
を
利
用

し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
繁
殖
事
業
」
が

森
岳
温
泉
地
内
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　

事
業
そ
の
も
の
の
目
的
、
計
画

は
ど
の
程
度
達
せ
ら
れ
た
の
か
。

進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
住
民
か
ら
、
悪
臭
の
苦
情

が
出
た
。
事
業
を
展
開
す
る
に
当

た
っ
て
、
な
ぜ
、
地
域
住
民
に
事

前
の
説
明
会
を
開
催
し
な
か
っ
た

の
か
。

町
長 

事
前
に
説
明
を
す
る
必

要
が
な
い
と
判
断
し
て

事
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
地
域
か
ら
悪
臭
が
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
事
業
の
説
明
や

対
策
に
つ
い
て
地
元
の
方
々
と
協

議
し
た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
完

熟
堆
肥
を
使
わ
な
か
っ
た
こ
と
が

悪
臭
の
原
因
で
あ
る
。
現
在
は
ハ

ウ
ス
を
撤
去
し
、
委
託
先
が
移
転

先
を
検
討
し
て
い
る
。

　

事
業
の
進
捗
状
況
は
40
％
ほ
ど

で
あ
る
。

大
澤 
町
営
住
宅
の
一
部
に
は

耐
用
年
数
の
30
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

賃
貸
で
き
ず
に
空
け
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
住
宅
が
あ
る
。
地
域

住
民
か
ら
「
入
居
し
た
い
の
に
な

ぜ
募
集
し
な
い
の
か
」
と
い
う
声

が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
住
宅
を
修
繕
す
る
の

か
、あ
る
い
は
撤
去
す
る
の
か
。

町
長 

大
町
住
宅
が
今
年
の
1

月
か
ら
1
戸
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
宅
内

部
の
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
補
修
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
ほ
か
、
30

年
の
耐
用
年
数
と
な
る
た
め
、
入

居
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
入
居
募
集
せ
ず
、
取
り

壊
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。
広
報

等
で
周
知
す
る
。

他
に「「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

大澤 和雄 議員

老朽化した町営住宅
への対応は

三種川　大町住宅付近
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伊藤 千作 議員

町
長 

過
去
何
度
も
質
問
さ
れ
、

気
に
な
っ
て
い
た
。
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し
た

い
。遅
く
と
も
12
月
議
会
ま
で
に
、

作
業
が
早
く
進
め
ば
そ
れ
以
前
に

な
る
。

国
保
法
９
条
を

い
か
し
た
取
り
組
み
を

伊
藤 

国
民
健
康
保
険
法
第
9

条
は
、
資
格
証
明
証
を

交
付
し
て
い
る
人
に
対
し
て
「
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
世
帯
主
に
対
し
、
保
険
証
を

交
付
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同
法
施
行
令
第
1
条
の
3

の
2
号
に
は
、
特
別
な
事
情
の
例

と
し
て
「
世
帯
主
又
は
そ
の
者
と

伊
藤 

同
制
度
導
入
に
つ
い
て

過
去
数
回
質
問
し
て
い

る
が
、
住
宅
産
業
は
総
合
産
業
と

い
わ
れ
、
同
制
度
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
関
連
波
及
業
種
も

多
く
、
リ
フ
ォ
ー
ム
そ
れ
自
体
だ

け
で
は
な
く
、
他
の
家
具
を
買
う

と
か
、
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

ク
ー
ラ
ー
を
付
け
替
え
る
な
ど
、

波
及
効
果
を
生
み
出
す
。
そ
の
大

半
は
地
元
で
一
次
消
費
さ
れ
る
。

　

地
域
に
お
金
を
循
環
さ
せ
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
を

発
揮
す
る
。

　

業
者
は
、
不
況
の
影
響
を
ま
と

も
に
受
け
て
仕
事
が
激
減
し
、
雇

用
や
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
な
お

ざ
り
に
で
き
な
い
。

　

今
、
こ
の
制
度
導
入
の
決
断
の

時
で
は
な
い
か
。

住宅リフォーム助成
制度導入の決断を

生
計
を
一
に
す
る
親
族
が
病
気
に

か
か
り
、
又
は
負
傷
し
た
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
は
被
保
険
証

を
出
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

次
回
の
新
規
資
格
証
明
証
発
行

か
ら
、
資
格
証
に
明
記
す
べ
き
で

あ
る
。

町
長 

特
別
の
事
情
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
届
け
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
規
定
に
基
づ

い
て
審
査
、
決
定
し
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
の

「
医
療
券
」を「
医
療
証
」

に
変
更
を

伊
藤 

生
活
保
護
世
帯
が
緊
急
、

あ
る
い
は
定
期
的
に
医

療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
、
役
場

へ
出
向
い
て
医
療
券
を
発
行
し
て

も
ら
う
手
続
き
が
大
変
負
担
で
あ

る
と
の
声
が
あ
る
。

　

広
島
県
尾
道
市
で
や
っ
て
い
る

「
医
療
証
」
を
発
行
し
、
役
場
へ

は
電
話
連
絡
で
済
む
よ
う
、
三
種

町
で
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長 

生
活
保
護
世
帯
の
方
が

医
療
を
受
け
る
場
合
は
、

原
則
、
傷
病
届
の
申
請
が
必
要
で

あ
る
。
た
だ
、
交
通
手
段
が
な
い

等
の
理
由
で
申
請
で
き
な
い
方

は
、
直
接
、
役
場
等
へ
連
絡
し
、

受
診
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
事
前
に
連
絡
し
て
も
ら

い
、
診
療
依
頼
証
を
郵
送
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
る
。

医
療
証
は
秋
田
県
全
体
の
問
題

と
し
て
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
今

の
段
階
で
は
無
理
で
あ
る
。

他
に「
国
保
の
一
部
負
担
金
減

免
に
つ
い
て
」

「「
税
金
・
町
営
住
宅
」等
に
関
す

る
減
免
制
度
の
周
知
徹
底
を
」

質
問
し
ま
し
た
。

経済波及効果を期待
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16臨時会・請願陳情審査報告

日時:平成21年7月16日(木)

　　  琴丘中学校耐震改修工事請負契約の締結
　・契約金額　　134,295,000円
（うち、取引に係る消費税額及び地方消費税額　6,395,000円）

　・契約相手方　成田建設株式会社

　　 財産購入契約の締結
　・契約物件　　①戸籍関係データセットアップ一式
　　　　　　　　②戸籍総合システムハード・ソフト一式
　・契約金額　　94,185,000円
（うち、取引に係る消費税額及び地方消費税額　4,485,000円）

　・契約相手方　日本電気株式会社秋田支店

　　 平成21年度一般会計補正予算

　　 農業委員の選任につき町議会が推薦する者
　・大澤和雄　議員

（任期：平成21年7月20日～平成24年7月19日）

原案
可決

原案
可決

原案
可決

日時:平成21年8月24日(月)

　　  専決処分の承認

　・平成21年度三種町一般会計補正予算

　　 工事請負契約の締結

　・工事名　農業集落排水事業下岩川地区第03401号工事

　・契約金額　　210,000,000円

　 （うち、取引に係る消費税額及び地方消費税額　

10,000,000円）

　・契約相手方　成田建設株式会社

原案
可決

原案
可決

推薦

件　　　　　名 請願者　氏名 紹介議員 審査委員会 結果

農地法の「改正」に反対する請願
農民運動秋田県連合会
委員長　佐藤 長右衛門

伊藤　千作
大澤　和雄

産業建設常任委員会 不採択

委員長報告では「不採択」としたが、討論後、起立採決により賛成１６・反対３（議長除く・当日欠席１）で委員長報告どおりと
した。

件　　　　　名 陳情者　氏名 審査委員会 結果

教育予算の拡充を求める意見書採択のための陳
情書

秋田県教職員組合
執行委員長　伊藤　正通
秋田県教職員組合能代支部
支部長　熊谷　誠

教育民生常任委員会 採択

改正貸金業法の早期完全施行等を求める陳情書

秋田県司法書士会
会長　鈴木　敏夫
秋田県青年司法書士会
会長　進藤　蓮
司法書士政治連盟秋田県会
会長　黒澤　芳彦

総務常任委員会 採択

請 願 陳 情 審 査 報 告

請　願

陳　情

第５回 臨 時 会 第６回 臨 時 会
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文責：議会広報編集特別委員会

NO.11

平成20年度決算 今回は、9月定例会で認定した20年度決算の
主な財務指標について特集します。

平成20年度財政健全化及び経営健全化審査意見書より抜粋

健全化判断比率 平成20年度 早期健全化基準 備　考

①実質赤字比率　　　　　注1 △2.84 % 14.12 % (前年度 △2.37%)

②連結実質赤字比率 △6.61 % 19.12 % (前年度 △7.27%)

③実質公債費比率　　　　注2 24.6  % 25.0  % (前年度　23.5 %)

④将来負担比率 181.0  % 350.0  % (前年度 184.5 %)

注１)実質赤字比率・連結実質赤字比率は、実質収支が黒字の場合、負の値で表示している。
注２) 実質公債費比率とは、地方公共団体の公債費（借金の返済金）の水準を測る指標として、平成 18年度か

ら導入されており、この値が 18％を超えている団体は「公債費負担適正化計画」を策定し、地方債の発行
にあたり知事の「許可」を受ける必要がある。25％以上の団体は、さらに厳しい「財政健全化計画」等を
策定し、着実に実施しなければならない。

②連結実質赤字比率について
　平成20年度連結実質赤字比率は、公営事業会計を含めた連結実質収支は黒字であるため、負の値で表
示となり、前年度に引き続き良好な状態にある。しかし、国民健康保険診療施設勘定特別会計、公共下
水道事業特別会計で比率を悪化させる実質赤字があるため改善を要する。

③実質公債費比率について
　平成20年度の実質公債費比率は、当該年度が公債費償還のピークであることから対前年度比1.1%増
の24.6%と悪化しており、 早期健全化基準の25.0%にも差し迫る危機的状態にあるため改善を要す
る。

主な財政比率

区　分
年　度

財政力数※1 経常収支比率※2 経常一般財源比率※3 公債費比率※4

１８ 0.26 95.7％ 100.2％ 17.4％

１９ 0.28 97.5％ 100.0％ 18.4％

２０ 0.29 94.8％ 100.5％ 17.6％

※１　地方公共団体の財政力を示す指数で、財政力指数が１に近づくほど、財源に余裕があるといえる。
※２　この指標は、経常的経費に経常一般財源収入がどの程度充当されているかを見るものであり、比率が高いほ

ど財政構造の硬直化が進んでいることを表わし、通常、70％程度が妥当な数字である。
※３　標準財政規模と実際に収入した経常一般財源を比較することにより、当該団体の経常一般財源の「余裕」を

測定しようとするものである。
※４　公債費比率は、財政構造の弾力性を判断する指標であり、公債費に充てられる一般財源の額の標準財政規模

に占める割合を表わす比率である、この比率が10％を越さないことが望ましいとされる。



秋田県町村議会広報研修会・町村議会議員研修会

７
月
31
日
、
秋
田
市
の
ル
ポ
ー

ル
み
ず
ほ
と
市
町
村
会
館
を
会
場

に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
は
、
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
に

て
議
会
広
報
研
修
会
が
行
わ
れ
、

広
報
編
集
特
別
委
員
会
が
参
加
。

議
会
広
報
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
か

を
学
ん
だ
。

午
後
か
ら
は
市
町
村
会
館
に
会

場
を
移
し
、
議
員
研
修
会
が
行
わ

れ
た
。
定
住
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
や
過
疎
地
域
に
対
し
て
の
自

立
促
進
を
目
指
し
た
国
の
政
策
な

ど
を
学
ん
だ
。

今
後
、
地
方
分
権
を
進
め
る
国

の
政
策
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ

き
か
、
国
の
動
向
も
注
視
し
、
町

の
活
性
化
に
向
け
て
議
会
と
し
て

も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

等
の
順
に
視
察
を
行
っ
た
。

特
に
、
校
舎
内
部
の
柱

や
床
の
補
強
工
事
で
削
り

取
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

老
化
現
象
を
起
こ
し
て
い

る
現
実
に
は
驚
い
た
。
ま

た
、
工
事
は
生
徒
や
教
職

員
の
安
全
面
に
配
慮
し
て

い
る
と
の
感
触
を
得
た
。

　

今
後
、
町
内
の
各
学
校

の
耐
震
診
断
結
果
に
よ
っ

て
は
、
改
修
工
事
も
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
性
を
持
っ
て

「
安
全
と
安
心
」
を
考
慮
し

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
の
日

平
成
21
年
８
月
24
日
（
月
）

調
査
内
容

❶
所
管
事
務
調
査

　

教
育
委
員
会
・
町
民
生

活
課
・
福
祉
課
・
健
康
推

進
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
平
成

21
年
度
主
要
事
業
等
の
説

明
を
受
け
て
、
質
疑
を
行
っ

た
。
調
査
し
た
業
務
は
順

調
に
推
移
し
て
い
る
と
受

け
と
め
た
。
な
お
、
教
育

委
員
会
に
関
し
て
は
、「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
前
年

度
に
実
施
し
た
主
要
事
業

の
成
果
を
検
証
・
評
価
し
、

学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴

取
し
て
、
そ
の
内
容
を
報

告
す
る
義
務
が
な
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
常
任
委
員
会

に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
三
種
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
組
織
機
構
や
活

動
状
況
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
地
域
福
祉
推

進
に
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
今
後
と
も

協
議
会
の
活
動
に
期
待
し

た
い
。

❷
現
場
視
察

　

琴
丘
中
学
校
耐
震
改
修

工
事
現
場
で
は
、
工
事
概

要
説
明
を
受
け
、
校
舎
外

周
・
校
舎
内
部
・
体
育
館

所
管
事
務
調
査
・
現
場
視
察

18所管事務調査・現場視察・研修会報告・編集後記

編 

集 

後 

記

合
併
か
ら
3
年
7
ヶ
月
、
旧
三

町
で
の
議
会
運
営
の
違
い
を
乗
り

越
え
、
よ
り
良
い
方
向
に
向
か
っ

て
議
員
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。９

月
定
例
会
は
、
15
日
か
ら
18

日
ま
で
の
4
日
間
、
一
般
質
問
や

議
案
審
議
で
当
局
と
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
会
傍
聴
は
、
町
民
の
皆

様
の
権
利
で
す
。
今
後
と
も
傍
聴

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

9
月
は
大
型
連
休
の
影
響
で
、

編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
厳
し
い
な

が
ら
も
発
行
に
い
た
り
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見･

ご
感
想
を

委
員
会
に
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
、

今
後
の
議
会
だ
よ
り
に
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

工
藤
秀
明　

記

印
刷
／
能
代
印
刷
所　
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